
整理番号 基本目標 施策 事業
NO

事業 事業内容 担当課 取組名 取組内容 R8年度実施計画 R９年度実施計画 R10年度実施計画 R11年度実施計画 R12年度実施計画 評価 実施状況 評価理由 今後の展開（課題）

2 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消1
男女平等に関す
る情報提供の充
実

家庭、学校、地域や職場などにおける男
女平等・人権尊重のさらなる意識づけを
めざし、学習機会（研修など各種講座、情
報誌やホームページを活用した情報提供
等）を充実する。また、性自認・性的指向
を理由として困難な状況に置かれること
のないよう、誰もが多様性を認める意識
づくりを行う。

平和と人権課
・男女平等に関
する情報提供の
充実化

・男女平等に関する情報収集を行
うと共に、啓発手法等を検討し、情
報発信を行う。

3 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消1
男女平等に関す
る情報提供の充
実

家庭、学校、地域や職場などにおける男
女平等・人権尊重のさらなる意識づけを
めざし、学習機会（研修など各種講座、情
報誌やホームページを活用した情報提供
等）を充実する。また、性自認・性的指向
を理由として困難な状況に置かれること
のないよう、誰もが多様性を認める意識
づくりを行う。

子ども家庭支
援センター

・ママパパクラス
での周知啓発

・ママパパクラスへのパートナー
（パパ）の参加を促進し、女性の妊
娠・出産にかかる心身の状態や子
どもの成長過程の理解及び家事・
育児参加に関する内容を充実させ
る。

4 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消1
男女平等に関す
る情報提供の充
実

家庭、学校、地域や職場などにおける男
女平等・人権尊重のさらなる意識づけを
めざし、学習機会（研修など各種講座、情
報誌やホームページを活用した情報提供
等）を充実する。また、性自認・性的指向
を理由として困難な状況に置かれること
のないよう、誰もが多様性を認める意識
づくりを行う。

生涯学習支援
課

・情報提供の充
実

・男女共同参画に関する情報をチ
ラシラックやホームページを活用し
て提供する。
・市民向け講座等を展開し学習の
機会を維持する。

5 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消2
教職員・保育士
などへの男女平
等意識の啓発

子どもの保育や育成に携わる保育士な
どに研修等を実施し、男女平等意識の普
及・啓発を図る。
教職員を対象として、東京都教育委員会
が作成した人権教育プログラムに基づい
た研修を実施し、人権意識を高める。

教育指導課
・市立学校教職
員などへの男女
平等意識の啓発

・市立学校教職員を対象に、東京
都教育委員会が作成した人権教育
プログラムに基づいた研修を実施
し、男女平等意識の普及・啓発を図
る。

6 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消2
教職員・保育士
などへの男女平
等意識の啓発

子どもの保育や育成に携わる保育士な
どに研修等を実施し、男女平等意識の普
及・啓発を図る。
教職員を対象として、東京都教育委員会
が作成した人権教育プログラムに基づい
た研修を実施し、人権意識を高める。

保育課

①保育士・教職
員などへの男女
平等意識の啓発
②男性保育士の
登用

①子どもの保育や育成に携わる保
育士などに研修等を実施し、男女
平等意識の普及・啓発を図る。
②公立保育園において男性保育士
を登用し、男性保育士の活躍を推
進する。

7 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消3
学校現場におけ
る男女平等教育
の推進

学校生活において、人権尊重を基盤とし
た教育活動を通して、固定的性別役割分
担意識による偏りをなくし、男女平等の
意識を高める。

教育指導課
・学校現場にお
ける男女平等教
育の推進

・学校生活において、人権尊重を
基盤とした教育活動を通して、男
女の固定的役割分担意識による偏
りをなくし、男女平等の意識を高
める。

8 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消4

市発行物等にお
ける男女平等に
関する表現指針
の徹底

市が発行する広報、出版物、刊行物など
について、性差別、性別に基づく役割分
担を固定化する表現、偏見及び女性の性
を商品化した表現を使わないよう徹底す
る。

市長公室

①広報ひの発行
②市公式ホーム
ページ運用
③市LINE公式
アカウント運用
④市公式
YouTubeチャ
ンネル運用

・市が発信する情報について、日野
市表現に関する指針（令和5年度
改訂版）に基づき、多様な性の在り
方に配慮した表現とすると共に、
不必要な男女区別や性別に基づく
役割分担を固定化する表現、男女
対等・均等でない表現、女性を「人
の目を引く道具」とした表現を使
わないよう徹底・点検する。
・市民、事業者および市職員がさま
ざまなメディアからの情報を無条
件に受け入れるのではなく、人権

9 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消4

市発行物等にお
ける男女平等に
関する表現指針
の徹底

市が発行する広報、出版物、刊行物など
について、性差別、性別に基づく役割分
担を固定化する表現、偏見及び女性の性
を商品化した表現を使わないよう徹底す
る。

平和と人権課

・市発行物にお
ける男女平等に
関する表現指針
の徹底

・市が発信する情報について、無意
識な思い込みを生じさせない表現
を徹底する。

10 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消5
メディア・リテラ
シーに関する周
知啓発

市民、事業者がさまざまなメディアから
の情報を無条件に受け入れるのではな
く、人権尊重の視点で情報を主体的かつ
客観的に解釈・選択し、適切に発信する
ことができるように情報提供を行う。

平和と人権課
・メディア・リテ
ラシーの育成

・メディアからの情報を適切に読
み解き、活用する力を育てるため
の学習の機会を提供する。

11 基本目標１　人権が尊重される社会づくり施策１　性別に基づく固定的役割分担意識の解消5
メディア・リテラ
シーに関する周
知啓発

市民、事業者がさまざまなメディアから
の情報を無条件に受け入れるのではな
く、人権尊重の視点で情報を主体的かつ
客観的に解釈・選択し、適切に発信する
ことができるように情報提供を行う。

生涯学習支援
課

・メディア・リテ
ラシーの普及

・メディアからの情報を無条件に
受け入れるのではなく、人権尊重
の視点で情報を主体的かつ客観的
に解釈・選択できるように情報提
供を行う。

12 基本目標１　人権が尊重される社会づくり★施策２　多様な性・多様な生き方を尊重する意識の醸成　【重点施策】6
多様な性の在り
方に関する職員
研修の実施

市職員、教職員への研修を継続実施し、
多様な性の在り方に関する理解を深め、
個々に適切な対応が取れるようにすると
ともに、児童・生徒の多様な性の在り方
への理解促進のため、人権教育の一環と
して推進していく。

平和と人権課

・性的マイノリ
ティの理解促進
に向けた職員研
修

・市職員への研修を継続実施し、性
的マイノリティに関する理解を深
める。

13 基本目標１　人権が尊重される社会づくり★施策２　多様な性・多様な生き方を尊重する意識の醸成　【重点施策】6
多様な性の在り
方に関する職員
研修の実施

市職員、教職員への研修を継続実施し、
多様な性の在り方に関する理解を深め、
個々に適切な対応が取れるようにすると
ともに、児童・生徒の多様な性の在り方
への理解促進のため、人権教育の一環と
して推進していく。

教育指導課

・性的マイノリ
ティの理解促進
に向けた教育の
推進

・教職員への研修を継続実施し、性
の多様性・性的マイノリティに関す
る理解を深め、個々に適切な対応
が取れるようにする。また、児童・
生徒の性の多様性・性的マイノリ
ティへの理解促進のため、人権教
育の一環として推進していく。

14 基本目標１　人権が尊重される社会づくり★施策２　多様な性・多様な生き方を尊重する意識の醸成　【重点施策】7

多様な性の在り
方に関する理解
促進と当事者支
援の推進

多様な性の在り方、多様な生き方を認め
る社会形成をめざして、学校や関係機関
等と連携し、偏見や差別の解消をめざし
た啓発や理解促進に向けた情報提供を
行う。

平和と人権課

・性的マイノリ
ティ理解促進の
情報提供や啓発
事業
・相談事業の周
知
・交流スペースの
設置

・性的マイノリティに関する情報収
集を行うと共に、啓発手法等を検
討し、情報発信を行う。
・他機関等、相談窓口等について
ホームページや情報誌等にて周知
する。

A列：整理番号

B列：基本目標

C列：施策

D列：事業ナンバー

E列：事業

F列：事業内容

G列：担当課

上記は入力不要

※修正・上書き等不可

H列：取組名

I列：取組内容

※要確認

計画策定時の調査でご回答いた

だいた内容を記載しています。

内容をご確認いただき、修正が

ある場合は朱書きで上書きして

ください。

J列～N列：実施計画

※要入力（各100字程度）

※このテキストボックスをクリックする

と成果目標シートへ飛びます。

各年度の実施計画を入力してく

ださい。

今後、この実施計画を元に事業

を実施・評価をしていただきま

す。

R8年度は計画初年度のためR12年

度までの実施計画を入力してく

ださい。

計画入力の際には「成果目標」

シートを参考に、目標達成に向

けた実施計画を立てていただく

ようお願いいたします。

以降、主に評価入力のタイミン

グで実施計画見直し（修正）の

機会を設ける予定です。

O列：評価

※要入力（プルダウンリストよ

り選択）

評価年度の実施状況について５

段階で評価してください。

P列：実施状況

Q列：評価理由

R列：今後の展開（課題）

※要入力（各100字程度）

P列「実施状況」には、評価年度

に実施した内容について具体的

に入力してください。

Q列「評価理由」にはO列の点数

を付けた理由を入力してくださ

い。

R列「今後の展開（課題）」には、

これまでの入力内容を踏まえた

今後の展望・もしくは課題につ

いて入力してください。（この

内容を次年度以降の実施計画の

見直しに活用ください。）

1

担当課評価入力用シート 【資料２-２】


